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「
平
払
旧
保
一
一
几
平
家
之
物
議
帖
」
 
 

－
『
普
通
唱
導
集
』
所
載
一
句
の
吟
味
 
 
犬
 
井
 
吾
 
妻
 
 

〓
）
 
 

琵
琶
法
師
 
伏
惟
 
々
々
々
々
勾
当
 
 

平
治
保
元
平
家
之
物
語
 
何
皆
暗
而
無
帯
 
 

音
声
気
色
容
儀
之
妹
骨
 
共
是
麗
而
有
興
三
 
 
 

永
仁
五
年
（
一
t
一
九
七
）
 
の
序
を
持
つ
 
『
普
通
唱
導
集
』
上
巻
本
「
世
間
出
 
 

世
芸
能
二
種
世
間
部
」
 
に
載
る
一
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
保
元
物
語
』
 
『
平
 
 

治
物
語
』
が
『
平
家
物
語
』
同
様
に
琵
琶
法
師
の
語
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
 
 

す
最
も
古
い
文
献
資
料
で
あ
る
。
『
平
治
物
語
』
が
琵
琶
語
り
で
語
ら
れ
た
こ
 
 

と
を
示
す
資
料
で
、
『
普
通
唱
導
集
』
 
の
こ
の
記
事
に
次
い
で
古
い
も
の
は
、
 
 

二
十
余
年
後
の
 
『
花
園
院
岳
記
』
元
享
元
年
（
一
三
二
一
）
四
月
十
六
日
条
に
 
 

載
る
、
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
 
 

今
夜
、
俄
御
幸
中
園
准
后
第
。
歩
行
也
。
召
盲
目
唯
心
、
令
弾
比
巴
。
以
 
 

比
巴
如
挙
弾
之
。
誠
不
可
説
、
殊
勝
者
也
。
平
治
平
家
等
時
之
語
也
。
三
 
 
 

乗
大
寺
図
書
館
意
『
普
通
唱
導
集
』
 
の
中
に
前
掲
の
一
句
を
見
出
さ
れ
た
高
 
 

野
辰
之
氏
は
、
「
次
の
一
項
に
至
っ
て
は
剖
目
二
番
せ
し
め
ら
れ
る
。
見
よ
」
 
 

と
語
調
を
強
め
て
こ
の
句
を
引
用
さ
れ
、
続
い
て
、
 
 

責
苦
法
師
の
古
事
を
語
る
こ
と
は
、
決
し
て
平
家
物
語
に
起
っ
た
の
で
は
 
 

な
い
。
藤
原
明
衡
の
新
猿
楽
記
に
も
琵
琶
法
師
之
物
語
と
あ
る
の
で
も
古
 
 

い
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
又
平
家
の
外
に
平
治
物
語
が
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
 
 

語
ら
れ
た
こ
と
は
花
園
院
患
記
に
見
え
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
保
元
物
語
も
 
 

同
じ
く
語
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
立
に
明
謹
が
出
て
果
た
の
で
あ
る
。
何
 
 

で
も
無
い
事
の
や
う
だ
が
、
我
等
古
書
芸
の
調
査
に
も
心
を
傾
け
る
者
に
 
 

と
っ
て
は
緊
要
な
一
事
が
蘭
明
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
3
 
 

と
述
べ
ら
れ
た
。
本
稿
の
冒
頭
に
引
い
た
一
句
は
、
氏
の
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
 
 

『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
享
受
史
を
考
え
る
上
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
 
 

琵
琶
語
り
の
面
で
、
我
が
国
の
音
楽
史
芸
能
史
を
考
え
る
上
に
お
い
て
も
、
重
 
 

要
な
問
題
を
提
示
す
る
文
献
資
料
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
保
元
』
 
『
平
治
』
 
『
平
家
』
三
作
品
そ
の
も
の
の
諸
問
題
を
考
え
る
上
で
 
 

も
、
『
普
通
唱
導
集
』
の
こ
の
一
句
は
、
重
要
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
そ
 
 

れ
は
、
こ
の
一
句
の
中
の
 
「
平
治
保
元
平
家
之
物
語
」
の
記
述
の
仕
方
、
あ
り
 
 

て
い
に
言
う
と
、
「
平
治
」
 
「
保
元
」
 
「
平
家
」
と
い
う
順
序
が
問
題
な
の
で
 
 

あ
る
。
『
平
治
物
語
』
の
題
材
は
平
治
元
年
（
一
山
五
九
）
 
の
平
治
の
乱
、
『
 
 

保
元
物
語
』
 
の
題
材
は
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
 
の
保
元
の
乱
、
『
平
家
物
語
』
 
 

の
題
材
は
治
承
か
ら
文
治
 
（
一
一
七
七
～
八
五
）
 
の
戦
乱
の
世
で
あ
る
。
物
語
 
 

の
素
材
あ
る
い
は
作
品
に
描
か
れ
た
題
材
を
歴
史
時
間
の
順
に
並
べ
て
、
「
保
 
 

元
平
治
平
家
之
物
語
」
と
あ
っ
て
も
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
平
治
 
 

保
元
平
家
」
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
 
 

う
か
。
 
 
 

こ
の
疑
問
は
多
く
の
研
究
者
が
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
 
 
稿
者
が
所
 
 

属
し
て
い
た
或
る
研
究
会
で
、
い
つ
ぞ
や
、
ど
な
た
か
が
、
「
何
故
に
 
『
平
治
 
 

保
元
』
の
順
な
の
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
 
－
、
こ
の
問
題
に
真
 
 

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
発
言
を
試
み
ら
れ
た
の
は
、
日
下
力
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
 
 

本
稿
冒
頭
に
引
い
た
 
『
普
通
唱
導
菓
』
 
の
一
句
と
 
『
花
園
院
展
記
』
 
の
記
事
と
 
 

か
ら
 
『
保
元
』
 
『
平
治
』
両
作
品
の
琵
琶
語
り
に
関
し
て
 
「
果
し
て
ど
の
程
度
 
 

の
こ
と
が
、
分
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
設
定
で
吟
味
考
案
さ
れ
、
第
 
 

四
番
目
の
問
題
と
し
て
、
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『
普
通
唱
導
集
』
で
「
保
元
・
平
治
・
平
家
」
の
脂
に
記
さ
ず
、
「
平
治
 
 
 

・
保
元
…
」
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
作
品
が
世
に
出
 
 

た
順
を
暗
示
す
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
『
平
治
』
の
方
が
人
気
が
 
 

先
行
し
て
い
た
為
に
、
筆
者
の
脳
裏
に
先
に
浮
か
ん
だ
結
果
な
の
か
。
そ
 
 

の
い
か
ん
を
有
効
に
推
測
し
う
る
論
拠
を
い
ま
だ
見
出
し
え
て
い
な
い
状
 
 

況
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
は
、
前
者
で
あ
る
可
能
性
を
 
 

否
定
し
切
れ
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
気
に
な
る
記
述
で
は
 
 

あ
る
。
宣
 
 

と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
御
発
言
が
 
『
普
通
唱
導
集
』
に
載
る
「
平
治
保
元
平
家
 
 

之
物
語
」
に
関
す
る
『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
物
語
』
両
作
品
研
究
史
上
の
唯
一
 
 

の
積
極
的
な
発
言
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
 
「
平
治
保
元
平
家
之
物
語
」
の
山
句
に
つ
い
 
 

て
稿
者
な
り
に
吟
味
し
、
普
通
予
想
さ
れ
る
の
と
は
異
な
る
順
序
で
「
平
治
保
 
 

元
」
と
記
さ
れ
た
理
由
を
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
 
 

｛
二
）
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
は
、
京
都
東
山
観
勝
寺
の
僧
良
季
の
著
。
「
序
」
 
に
「
当
 
 

座
之
唱
導
、
尤
宜
令
用
意
者
歎
」
と
述
べ
た
良
季
は
、
「
今
所
有
禅
徒
、
名
器
 
 

応
仏
経
讃
揚
之
請
用
、
肯
以
暗
内
外
典
籍
之
義
文
、
被
物
嘉
物
之
財
宝
雑
増
妾
 
 

上
案
下
、
惣
釈
別
釈
之
法
則
己
背
一
昔
二
弁
」
 
「
表
白
章
句
非
言
克
之
弁
舌
、
 
 

懇
丹
釈
段
背
学
山
之
名
目
」
と
嘆
喜
、
「
間
接
肝
略
最
要
之
集
、
予
策
三
宝
讃
 
 

嘆
之
詞
、
殊
就
密
教
之
軌
儀
、
兼
訪
願
宗
之
経
論
、
分
編
上
中
下
本
末
六
帖
、
 
 

名
目
普
通
唱
導
集
」
と
宣
言
す
る
。
そ
う
し
て
こ
の
書
の
目
的
は
「
凡
此
集
林
 
 

如
何
者
、
臨
期
日
而
撰
篇
目
、
挿
計
算
而
定
章
句
、
困
亜
忽
於
一
座
之
旨
趣
速
 
 

得
片
時
之
成
井
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
っ
 
こ
の
書
は
、
唱
導
あ
る
い
 
 

は
仏
事
回
向
等
の
際
に
唱
え
る
文
章
の
作
詩
作
文
の
た
め
に
普
く
通
じ
る
文
例
 
 

集
・
指
南
書
の
性
格
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
良
季
に
は
い
ま
一
 
 

つ
 
『
王
沢
不
渇
抄
』
と
い
う
作
文
指
南
書
の
著
作
が
あ
る
。
 
 
 

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
善
が
「
表
白
章
句
」
 
「
三
宝
讃
嘆
之
詞
」
の
た
 
 

め
の
 
「
章
句
」
の
指
南
書
で
あ
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
問
題
の
一
句
が
、
 
 

「
世
間
出
世
芸
健
二
種
 
世
間
部
」
に
載
る
「
宝
琶
法
師
」
 
へ
の
回
同
文
の
文
 
 

例
な
の
で
あ
る
か
ら
。
 
 
 

唱
導
の
た
め
の
文
章
、
例
え
ば
表
白
や
願
文
・
回
向
文
は
、
そ
の
文
章
の
様
 
 

式
が
は
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
。
『
普
通
唱
導
集
』
の
著
者
良
筆
が
『
王
沢
不
渇
抄
』
 
 

を
著
し
た
際
に
継
承
し
た
の
が
、
漢
詩
文
作
文
の
指
南
書
で
あ
る
『
作
文
大
体
』
 
 

で
あ
る
。
そ
の
 
『
作
文
大
体
』
の
 
「
維
筆
大
体
」
は
、
唱
導
文
の
指
南
書
と
言
 
 

っ
て
よ
い
。
『
作
文
大
体
』
は
平
安
中
期
頃
に
そ
の
骨
格
が
成
立
L
、
以
後
、
 
 

室
町
末
期
ま
で
、
増
補
改
訂
が
何
回
も
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
当
時
、
漢
 
 

詩
文
作
文
の
指
南
書
が
我
が
国
に
お
い
て
そ
れ
だ
け
必
要
と
き
れ
た
か
ら
で
あ
 
 

ろ
う
。
そ
の
 
『
作
文
大
体
』
の
諸
本
の
中
で
「
諷
涌
文
二
郎
文
・
表
白
な
ど
の
 
 

参
考
書
と
い
う
傾
向
が
い
っ
そ
う
著
し
い
」
亘
と
い
う
群
書
類
従
本
の
 
「
雑
筆
 
 

大
体
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
 
 

発
句
。
壮
句
。
緊
句
。
長
句
。
傍
句
。
隔
句
、
此
内
有
六
隔
句
、
謂
、
軽
 
 

句
、
重
句
、
疎
句
、
密
句
、
平
句
、
雉
句
（
己
上
外
二
句
在
之
）
。
糧
句
。
 
 

送
句
焉
。
己
上
十
三
句
、
雉
筆
之
大
概
也
。
賦
是
維
云
。
古
詩
休
也
。
其
 
 

玉
章
、
背
約
此
中
。
更
無
別
大
体
。
頗
以
愚
意
不
可
推
量
。
必
可
問
先
達
。
 
 

定
有
口
伝
欺
。
 
 

姓
序
。
願
文
。
妻
状
。
解
状
。
勅
詔
。
勅
答
。
裏
白
。
（
己
下
雑
筆
、
悉
 
 

納
此
体
）
 
五
 
 

表
白
等
の
唱
導
文
は
、
発
句
以
下
送
句
ま
で
の
十
三
種
の
句
を
組
合
わ
せ
て
作
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文
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
 
の
問
題
の
一
句
を
見
る
と
、
対
句
、
そ
れ
も
、
推
筆
十
三
 
 

句
の
中
の
隔
句
対
で
あ
る
。
上
が
九
文
字
、
下
が
」
八
文
字
で
あ
る
か
ら
、
『
作
 
 

文
大
体
』
が
 
「
上
玉
己
上
、
下
六
己
上
。
多
少
不
定
。
下
三
有
付
」
と
す
る
 
「
 
 

密
隔
句
」
と
言
え
る
。
「
平
家
之
」
 
「
容
儀
之
」
の
 
「
之
」
を
和
文
脈
の
助
詞
 
 

と
見
て
、
漢
詩
文
に
お
け
る
よ
う
に
は
音
数
に
は
数
え
な
い
こ
と
に
し
て
も
、
 
 

密
隔
句
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
 
 
 

要
す
る
に
、
問
題
の
一
句
は
、
琵
琶
法
師
を
回
向
す
る
表
白
の
中
に
組
み
込
 
 

む
隔
句
対
の
文
例
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
琵
琶
法
師
何
某
を
回
 
 

向
す
る
際
に
は
、
「
 
（
何
某
ハ
）
平
治
∵
保
元
・
平
家
ノ
物
語
、
何
レ
モ
背
ナ
 
 

暗
ン
ジ
テ
滞
り
無
シ
、
音
声
・
気
色
・
容
儀
ノ
鮮
骨
、
共
二
是
レ
麗
シ
ク
シ
テ
 
 

興
有
り
」
と
い
う
具
合
に
作
文
L
て
請
せ
よ
、
著
者
良
季
は
、
こ
う
い
う
意
図
 
 

で
問
題
の
句
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

稿
者
は
、
今
殊
更
に
、
「
消
せ
よ
」
と
ま
で
こ
の
一
句
の
記
述
を
解
釈
し
た
。
 
 

何
故
か
と
い
う
と
、
『
作
文
大
体
』
に
お
い
て
、
」
ハ
種
の
隔
句
に
つ
い
て
説
明
 
 

し
た
後
に
、
「
六
体
同
調
平
他
声
也
」
と
、
隔
句
に
は
平
灰
を
調
え
る
必
要
が
 
 

あ
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
作
文
の
後
に
口
涌
さ
れ
る
の
が
 
 

表
白
■
唱
導
文
の
常
で
あ
り
、
そ
の
間
か
せ
所
で
あ
る
隔
句
対
は
、
平
灰
が
調
 
 

っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
る
良
季
は
、
一
々
は
言
わ
な
い
 
 

が
、
「
涌
せ
よ
」
と
い
う
意
図
を
以
っ
て
こ
の
書
を
編
ん
だ
は
ず
だ
か
ら
で
あ
 
 

る
0
 
 

；
一
）
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
 
の
問
題
の
一
句
の
吟
味
、
特
に
、
「
平
治
保
元
平
家
」
と
 
 

い
う
部
分
の
作
品
名
の
順
序
を
吟
味
す
る
前
に
検
討
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
 
 

れ
は
、
こ
の
書
の
本
文
の
性
格
の
検
討
、
具
体
的
に
言
う
と
、
「
平
治
保
元
」
 
 

は
「
保
元
平
治
」
を
誤
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
本
文
上
の
吟
味
 
 

で
あ
る
。
因
み
に
、
高
野
辰
之
氏
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
、
 
 

現
存
の
如
く
其
の
半
ば
だ
け
で
も
重
宝
祝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
処
か
 
 

ら
か
完
本
が
出
た
ら
我
等
は
更
に
大
い
に
啓
発
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
中
 
 

略
）
上
巻
の
本
末
は
古
体
で
、
中
以
下
は
や
ゝ
近
代
風
の
体
で
誤
字
が
甚
 
 

だ
多
い
。
 
 

と
、
こ
の
書
が
完
本
で
は
な
い
こ
と
と
、
そ
の
書
体
、
「
中
以
下
」
に
誤
字
が
 
 

多
い
こ
と
等
、
本
文
の
性
格
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
面
問
題
の
記
 
 

述
に
関
し
て
、
山
下
宏
明
氏
が
、
「
勾
当
」
の
語
に
注
意
を
向
け
ら
れ
、
 
 

こ
の
盲
官
名
「
勾
当
」
に
相
当
す
る
語
が
他
の
文
例
に
は
見
ら
れ
ず
、
本
 
 

文
批
判
上
の
問
題
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ヱ
 
 

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
普
通
唱
導
集
』
全
巻
、
あ
る
い
は
、
 
 

当
面
の
問
題
の
記
述
に
関
L
て
、
先
覚
に
よ
っ
て
、
本
文
上
の
疑
問
が
提
出
さ
 
 

れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
ま
ま
「
平
治
保
元
」
 
の
字
句
を
云
々
す
る
わ
け
に
は
 
 

行
か
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
ず
、
上
巻
に
限
っ
て
も
、
『
普
通
唱
導
集
』
に
は
、
誤
脱
・
脱
字
と
思
わ
 
 

れ
る
例
が
ご
く
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
一
発
端
」
の
 
「
六
月
」
 
 

と
し
て
示
さ
れ
る
、
 
 

林
埠
之
慧
々
而
切
吟
 
比
哀
笑
声
者
猶
未
有
涙
 
 

蒋
烏
之
蝿
々
而
相
転
 
頸
悲
歎
之
発
音
何
夫
為
頻
 
 

の
 
「
真
実
」
は
、
右
下
方
に
 
「
ノ
」
と
振
仮
名
は
あ
る
が
、
対
の
「
悲
歎
之
」
 
 

か
ら
見
て
、
「
之
」
 
の
脱
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
「
世
間
部
」
 
の
 
「
木
仏
師
」
 
 

の
、
 
 
如
来
像
菩
薩
像
 
道
立
相
好
誠
微
妙
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慈
悲
尊
意
怒
尊
 
割
出
或
勢
尤
厳
 
 

の
 
「
厳
」
も
、
対
の
 
「
微
妙
」
に
照
L
て
、
脱
字
は
明
ら
か
で
あ
る
。
か
よ
う
 
 

な
脱
字
・
誤
脱
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
但
L
、
そ
の
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
 
 

い
。
誤
字
も
、
少
々
で
は
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
。
翻
刻
に
依
り
、
原
典
は
未
見
 
 

で
、
誤
割
か
も
知
れ
な
い
が
、
 
 
 

一
乗
止
鯛
之
窓
前
 
円
囁
之
月
耀
光
 
 

三
諦
相
即
之
床
上
 
実
相
之
花
聞
粧
 
 

誠
是
仏
法
之
甲
刀
 
 

□
成
徳
誠
離
別
 
〔
〕
 
者
歎
 
 

の
 
「
親
」
 
「
切
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
観
」
 
「
功
」
の
誤
で
あ
る
。
他
に
、
こ
の
 
 

書
を
翻
刻
き
れ
た
村
山
修
一
氏
が
「
マ
～
」
と
注
記
さ
れ
た
語
、
例
え
ば
「
餌
 
 

基
」
 
「
大
浦
基
」
 
「
壮
雑
」
 
「
日
髪
」
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 
「
囲
碁
」
 
「
大
将
抹
」
 
 

「
壮
観
」
 
「
白
髪
」
が
誤
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
具
合
い
に
、
誤
字
 
 

誤
写
も
散
見
す
る
。
尤
も
、
そ
の
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
誤
脱
・
誤
字
は
散
見
す
る
が
、
問
題
の
一
句
の
 
「
平
治
保
元
」
 
 

は
「
保
元
平
治
」
を
誤
っ
た
も
の
と
す
る
と
、
そ
の
誤
謬
ほ
、
こ
の
書
に
散
見
 
 

す
る
誤
脱
・
誤
字
と
は
全
く
雪
が
違
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
程
の
誤
謬
は
、
『
普
 
 

通
唱
導
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

実
は
、
「
平
治
保
元
」
が
「
保
元
平
治
」
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
 
 

は
修
正
が
加
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
書
 
 

で
は
、
誤
字
に
′
つ
い
て
の
訂
正
や
字
句
の
別
塞
が
右
行
間
に
細
字
で
書
き
入
れ
 
 

・
 
 

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

悲
母
 
伏
惟
 
々
々
々
々
 
 

波
 
無
窮
 
 

恩
徳
尤
深
 
乱
海
之
底
誠
難
酬
 
 

切
 
 
水
之
露
 
 

悲
愛
己
厚
 
徳
山
之
寂
其
幾
許
 
 

の
よ
う
に
部
分
の
字
句
を
修
正
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
 
 

能
書
 
伏
惟
 
々
々
々
々
 
 

超
過
傍
輩
之
問
 
 

臨
池
筆
跡
 
恐
写
晋
右
軍
之
勢
 
 

風
清
 
抜
華
同
瓶
之
華
 
 

人
木
基
点
 
遥
遠
襲
庶
子
之
跡
 
 

の
よ
う
に
対
句
を
そ
っ
く
り
改
め
る
も
の
も
あ
る
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
そ
の
修
 
 

正
や
提
示
さ
れ
る
別
案
の
程
度
は
様
々
で
あ
る
が
。
こ
の
行
間
書
き
入
れ
の
修
 
 

正
・
別
案
を
知
る
と
、
も
し
 
「
平
治
保
元
」
が
誤
り
で
あ
る
の
な
ら
、
ま
た
は
、
 
 

「
平
治
保
元
」
の
傾
が
作
品
素
材
の
歴
史
時
間
に
合
わ
せ
て
 
「
保
元
平
治
」
と
 
 

修
正
す
る
別
妾
を
示
し
得
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
右
行
間
に
 
「
保
元
平
治
」
 
 

と
で
も
書
き
添
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
平
治
保
元
」
 
の
ま
ま
修
 
 

正
も
さ
れ
ず
、
別
案
も
示
さ
れ
な
い
の
は
、
「
平
治
保
元
」
の
脂
が
賓
当
で
あ
 
 

る
、
あ
る
い
は
、
「
平
治
保
元
」
の
順
で
記
述
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
 
 

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

（
四
）
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
に
載
る
一
句
の
中
の
 
「
平
治
保
元
平
家
之
物
語
」
 
の
 
「
平
 
 

治
保
元
」
と
い
う
順
序
の
妥
当
性
あ
る
い
は
必
然
性
と
は
何
か
。
稿
者
は
、
こ
 
 

の
一
句
が
唱
導
文
に
お
け
る
隔
句
の
文
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
先
に
引
 
 

い
た
『
作
文
大
体
』
に
示
さ
れ
る
隔
句
の
条
件
、
「
六
体
同
調
平
他
声
也
」
、
 
 

即
ち
、
平
抗
を
調
え
る
と
い
う
要
件
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
 
 
 

隔
句
対
の
平
伏
に
関
す
る
規
則
・
法
則
の
詳
細
を
整
理
す
る
準
備
が
無
く
、
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唐
詩
の
今
体
詩
に
お
け
る
平
灰
の
規
則
■
法
則
を
援
用
す
る
。
中
国
六
朝
時
代
 
 

に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
餅
僅
文
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
対
句
の
内
の
一
句
形
で
あ
 
 

る
隔
句
対
で
あ
り
、
唐
代
の
今
体
詩
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
及
ば
L
て
い
る
 
 

こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

唐
詩
に
お
い
て
は
、
五
言
で
あ
れ
七
言
で
あ
れ
、
韻
律
の
基
本
と
な
る
最
小
 
 

単
位
は
一
一
文
字
つ
ま
り
二
音
節
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
の
一
句
を
、
平
氏
を
 
 

整
え
る
二
苦
節
ず
つ
に
切
っ
て
、
そ
の
平
灰
を
見
て
み
る
と
、
 
 

－
●
○
－
○
 
－
 
●
 
－
○
－
○
弓
●
 
 

平
治
保
元
平
家
乏
物
語
 
何
常
時
而
無
常
 
 

1
0
●
∃
○
 
－
 
●
 
－
●
－
○
－
●
 
 

音
声
気
色
容
儀
之
妹
骨
 
共
是
農
而
有
輿
 
 

（
●
は
灰
声
、
○
は
平
声
で
あ
る
こ
と
を
表
す
）
 
 

と
な
る
。
最
初
の
二
宇
目
の
 
「
治
」
が
伏
声
、
次
の
二
宇
目
、
つ
ま
り
第
四
宇
 
 

目
の
 
「
元
」
が
平
声
、
第
六
宇
目
の
 
「
家
」
が
平
声
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
唐
 
 

詩
に
お
い
て
は
、
 
 

大
体
二
字
ず
つ
を
単
位
と
し
て
、
平
声
の
宇
と
灰
声
の
字
と
が
交
代
し
て
 
 

現
れ
る
と
き
に
、
苦
の
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
感
ぜ
ら
れ
た
。
石
 
 

と
い
う
か
ら
、
こ
の
間
塵
の
一
句
は
、
平
伏
が
お
お
む
ね
塩
梅
さ
れ
て
い
る
と
 
 

見
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
も
、
隔
句
対
と
し
て
対
に
な
っ
た
語
の
聞
で
、
つ
ま
り
 
 

「
治
」
と
「
声
」
、
「
元
」
と
「
色
L
、
「
背
」
と
「
是
」
と
の
問
で
、
平
伏
 
 

が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
、
唐
詩
の
、
 
 

対
応
す
る
位
置
に
あ
る
字
は
一
方
が
平
声
で
あ
れ
ば
、
他
方
は
坑
声
に
な
 
 

る
よ
う
に
排
列
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
音
の
調
和
が
え
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
 
 

E
 
 
 

と
い
う
原
則
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

問
題
の
一
句
が
唐
詩
の
今
体
詩
に
お
け
る
平
灰
の
法
則
に
副
っ
て
い
る
こ
と
 
 

が
見
て
と
れ
た
わ
け
だ
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
第
二
宇
目
の
 
「
治
」
が
灰
声
で
あ
る
点
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 

五
言
律
で
は
尻
軽
の
作
品
数
が
多
い
。
 
 

排
律
で
も
五
言
は
や
は
り
灰
担
が
多
い
。
ヱ
 
 

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唐
詩
で
は
第
二
宇
目
が
抗
声
で
あ
る
抗
担
式
の
も
 
 

の
が
多
い
。
問
題
の
一
句
は
、
そ
の
灰
起
式
の
隔
句
対
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
 
 

「
平
治
」
の
 
「
治
」
が
坑
声
で
あ
る
の
に
対
L
て
、
第
四
宇
目
の
 
「
保
元
」
の
 
 

「
元
」
が
平
声
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
唐
詩
に
お
け
る
 
「
 
 

二
四
不
同
」
の
法
則
、
 
 
 

一
句
の
中
で
第
二
字
が
平
で
あ
れ
ば
第
四
字
は
必
ず
灰
、
第
二
芋
が
抗
で
 
 

あ
れ
ば
第
四
字
は
必
ず
平
で
あ
る
Q
 
▲
芭
 
 

と
い
う
法
則
に
ぴ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
「
二
田
不
同
」
 
の
 
 

法
則
に
応
じ
て
生
じ
て
く
る
 
「
二
六
対
」
 
（
「
弟
二
軍
と
第
六
字
と
ほ
必
ず
平
 
 

灰
を
等
し
く
す
る
」
盲
）
 
の
法
則
が
あ
る
の
だ
が
、
問
題
の
一
句
は
「
平
家
」
 
 

の
 
「
家
」
が
平
声
で
、
第
二
字
の
 
「
治
」
の
灰
声
と
対
に
な
っ
て
ほ
い
な
い
。
 
 

い
わ
ば
「
二
六
不
同
」
で
あ
る
。
こ
の
一
点
の
み
は
、
問
題
の
一
句
の
隔
句
対
 
 

が
唐
詩
の
平
抗
の
原
則
か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
に
載
る
隔
句
対
の
文
例
の
全
て
が
広
起
式
で
一
一
四
不
同
、
 
 

そ
し
て
、
第
一
行
と
第
二
行
と
の
平
尻
が
全
て
反
対
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
 
 

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
L
、
お
お
む
ね
こ
の
法
則
に
の
っ
と
っ
た
隔
句
対
と
な
 
 

っ
て
い
る
と
は
言
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
灰
起
式
の
例
は
、
「
三
 
病
療
」
 
の
 
 

「
法
皇
」
 
の
、
 
 
 

－
●
－
0
1
0
 
－
○
－
◎
－
○
（
◎
は
平
抗
両
用
）
 
 

壇
上
仏
前
之
叡
情
 
動
俵
苦
行
構
功
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以
上
要
す
る
に
、
『
普
通
唱
導
集
』
に
示
さ
れ
る
隔
句
対
は
、
五
言
以
上
の
 
 

も
の
を
見
る
に
、
そ
の
殆
ど
が
抗
起
式
で
二
四
不
同
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
例
外
は
、
二
六
対
と
い
う
唐
詩
の
平
抗
の
法
則
に
反
す
る
文
例
 
 

が
多
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
ま
例
示
し
た
三
例
全
て
が
い
わ
ば
「
二
六
不
 
 

同
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
二
六
不
同
」
の
例
を
殊
更
に
選
ん
だ
の
で
は
な
い
 
 

こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
の
問
題
の
一
句
は
、
お
お
む
ね
、
唐
詩
に
お
け
る
平
Ⅸ
の
 
 

法
則
に
の
っ
と
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
8
 
 
 

－
●
－
●
－
○
 
 

渕
変
作
瀬
之
声
 
 
 

－
◎
－
0
1
◎
 
 

砂
長
為
巌
之
頒
 
 

が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
 
 

－
○
巨
●
 
－
 
○
 
－
●
ヒ
●
－
○
 
 

吾
輩
反
讃
之
霊
方
 
療
養
治
術
尽
忠
 
 

の
よ
う
に
多
い
。
五
言
以
上
の
句
で
平
起
式
の
倒
は
、
 
 

同
（
慈
父
）
 
伏
惟
 
々
々
々
々
 
 
 

○
－
●
－
●
●
 
∃
○
－
○
 
 

愛
憐
之
被
干
物
也
 
違
和
近
睦
 
 
 

－
●
1
0
○
●
 
－
●
－
●
 
 

顧
師
之
施
千
人
也
 
親
悦
疎
仰
 
 

と
、
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
致
は
ご
く
少
な
い
。
 
 
 

二
田
不
同
の
法
則
は
、
い
ま
見
た
例
の
よ
う
に
、
灰
起
式
の
も
の
に
も
平
起
 
 

式
の
も
の
に
も
、
か
な
り
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
法
則
に
反
す
 
 

る
文
例
も
無
い
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
 
 

－
●
●
 
 

寂
々
間
口
 
 

ー
○
◎
 
 

洋
々
満
耳
 
 

こ
れ
も
、
そ
の
例
は
多
く
は
な
い
。
 
 

こ
こ
で
一
つ
考
慮
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
面
の
問
題
の
 
「
平
治
」
 
 

「
保
元
」
の
語
が
、
漢
字
を
用
い
て
は
い
る
が
、
共
に
我
が
国
の
言
葉
で
あ
り
、
 
 

そ
の
語
を
用
い
た
隔
句
対
を
唐
詩
の
平
抗
で
分
析
す
る
こ
と
の
有
効
性
如
何
、
 
 

と
い
う
疑
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
中
国
に
お
い
て
も
「
弘
治
」
 
「
至
 
 

治
」
 
「
永
元
」
 
「
開
元
」
等
、
「
治
」
 
「
元
」
を
末
尾
に
持
つ
年
号
が
あ
る
、
 
 

と
い
う
こ
と
で
一
つ
の
回
答
に
は
な
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
意
し
た
い
の
は
、
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
の
隔
句
対
の
文
例
の
中
に
は
、
「
平
治
」
 
「
保
元
」
以
上
に
 
 

和
語
的
な
語
句
を
用
い
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
や
ほ
り
あ
る
程
度
ま
で
唐
 
 

詩
の
平
灰
の
法
則
に
の
っ
と
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
 
 

歌
人
 
伏
惟
 
々
々
々
々
 
 

－
●
－
○
○
 
－
○
－
0
0
－
●
 
 

酌
難
波
津
之
流
 
謹
心
於
春
花
秋
月
 
 
 

●
L
O
－
●
 
－
○
－
○
●
－
○
 
 

尋
浅
香
山
之
跡
 
寄
恩
於
朝
露
夕
雲
 
 

「
難
波
津
」
と
い
う
和
語
に
よ
る
対
句
が
、
坑
起
式
と
二
四
不
同
で
 
（
こ
れ
も
 
 

二
六
不
同
で
あ
る
）
第
二
行
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
例
は
省
略
 
 

に
従
う
が
、
平
起
式
で
二
四
不
同
の
文
例
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
「
平
治
」
 
 

「
保
元
」
と
い
う
我
が
国
の
言
葉
に
よ
る
隔
句
対
で
は
あ
る
が
、
唐
詩
の
平
灰
 
 

の
法
則
に
照
ら
し
て
分
析
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 

（
五
）
 
 
 

『
普
通
唱
導
集
』
に
お
い
て
「
琵
琶
法
師
」
の
た
め
の
唱
導
文
の
文
例
に
「
 
 

平
治
保
元
平
家
之
物
語
」
と
あ
る
の
は
、
「
保
元
平
治
‥
・
」
を
誤
っ
た
も
の
で
 
 

は
な
い
。
成
立
順
序
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
唱
導
文
に
用
い
 
 

る
隔
句
討
と
し
て
平
灰
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
て
、
唐
詩
に
一
手
っ
灰
担
式
に
倣
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っ
て
「
平
治
」
を
先
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
「
保
元
」
を
後
に
配
す
る
こ
と
で
 
 

「
二
四
不
同
」
の
原
則
に
も
適
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
「
平
家
」
 
 

を
第
三
番
目
に
置
く
こ
と
で
、
「
二
六
対
」
 
の
法
則
を
破
る
こ
と
に
は
な
っ
た
。
 
 

L
か
し
、
こ
の
書
の
隔
句
対
の
文
例
に
は
、
引
用
し
た
四
例
全
て
が
そ
う
で
あ
 
 

っ
た
よ
う
に
、
「
二
六
対
」
 
の
法
則
に
反
L
た
、
い
わ
ば
 
「
二
六
不
同
」
 
の
も
 
 

の
が
多
く
、
ひ
と
り
問
題
の
一
句
の
み
の
破
格
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
平
治
保
元
平
家
之
物
語
」
と
い
う
隔
句
対
が
、
琵
琶
法
師
の
た
め
の
唱
導
 
 

文
に
お
い
て
、
中
国
苦
で
発
音
し
て
講
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
、
『
普
通
唱
導
集
』
 
 

の
著
者
良
季
は
そ
こ
ま
で
主
張
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
唱
導
文
 
 

と
し
て
は
、
隔
句
対
は
隔
句
対
の
平
灰
で
作
文
さ
れ
る
べ
き
だ
、
た
と
え
そ
れ
 
 

が
我
が
国
の
言
糞
で
あ
っ
て
も
、
良
季
は
そ
う
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
良
 
 

辛
が
 
「
平
治
保
元
」
 
の
順
で
こ
の
一
句
を
記
述
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
歴
 
 

史
時
間
の
流
れ
は
、
こ
の
際
、
全
く
考
慮
の
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

〔
付
言
〕
 
 
 

本
稿
の
要
点
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
第
九
回
夏
期
公
開
講
痘
会
「
軍
記
物
 
 

の
展
開
」
 
（
昭
和
六
一
年
七
月
二
四
日
）
 
に
お
い
て
「
『
保
元
物
語
』
 
『
平
治
 
 

物
語
』
の
琵
琶
語
り
」
と
題
し
て
話
し
た
中
で
触
れ
 
（
同
資
料
館
『
講
演
集
8
』
 
 

昭
和
」
ハ
二
年
三
月
刊
に
収
録
）
、
こ
の
概
略
は
、
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
例
会
 
 

（
昭
和
六
二
年
十
一
月
一
四
日
）
 
に
お
い
て
本
稿
と
同
題
で
口
頭
報
告
し
た
。
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
 
『
普
通
唱
導
集
』
の
本
文
は
、
村
山
修
一
氏
「
公
刊
『
普
通
唱
導
集
』
」
 
 

（
「
女
子
大
文
学
」
第
十
一
二
一
号
、
昭
和
三
五
年
二
月
・
昭
和
三
六
 
 

年
二
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
）
 
『
花
園
院
忘
記
』
の
本
文
は
、
『
増
補
史
料
大
成
』
に
よ
る
。
 
 

（
3
）
 
「
普
通
唱
導
集
」
 
（
「
大
正
大
学
学
報
」
昭
和
六
年
。
『
古
文
学
踏
査
』
 
 

昭
和
九
年
七
月
再
録
に
よ
る
）
。
 
 

（
4
）
 
「
『
保
元
・
平
治
物
語
』
の
琵
琶
語
り
」
 
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
六
 
 

一
年
四
月
）
 
 

（
5
）
 
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
『
作
文
大
体
』
の
項
（
小
沢
正
夫
氏
担
 
 

当
）
。
 
 

（
6
）
 
『
群
書
類
従
』
訂
正
三
版
第
二
刷
に
よ
る
。
 
 

（
7
）
 
「
『
平
家
物
語
』
の
生
成
」
 
（
昭
和
五
九
年
一
月
）
 
の
 
コ
一
当
道
系
 
 

譜
本
の
問
題
」
第
二
節
「
『
平
家
物
語
』
と
琵
琶
の
結
び
付
き
」
 
の
 
「
 
 

注
2
」
。
 
 

（
8
）
中
国
詩
人
選
集
『
唐
詩
概
説
』
 
（
小
川
環
樹
氏
著
。
昭
和
三
三
年
九
月
）
 
 

刊
。
唐
詩
の
平
灰
に
関
し
て
は
、
前
野
直
彬
氏
著
『
中
国
古
典
詩
経
説
』
 
 

（
昭
和
六
〇
年
八
月
）
 
を
も
参
照
し
た
。
 
 

（
筑
波
大
学
文
芸
二
言
語
学
系
助
教
授
）
 
 
 


